






























要約 1.発育は時間と共に変化する現象であり,時系列解析の対象である。我々は 1 年おき

の測定では見落としている波動を,手間ひまかけて毎月の測定で把握し,被測定者の健康に

役に立つデータを得たいと努力してきた。本研究では東京都,群馬県,栃木県,秋田県,沖縄

県離島,台湾台北の小学生児童を対象に,6 年間に及ぶほぼ毎月の測定値などの時系列デー

タを用いて発育の地域差とその年齢に伴う変化,また時系列解析によって抽出された季節

変動の地域差を検討した。身長に関しては都市部(東京都)の方が農山村部(群馬県)より多

少大きい傾向を示したが全国平均とほぼ同じであった。体重では年齢とともに地域差が拡

大していく傾向がみられた。季節変動では,一般に夏に減少,秋から冬に増加する傾向がみ

られた。栃木県山村部では全員に一致した季節変動パターンがみられた。沖縄県離島の児

童でも身長発育パターンが類似していたこともあわせて,生活環境と発育の関係が示唆さ

れた。 

2.全国的な学齢期小児の身体発育評価基準を作成するための基礎的研究として,昨年度に

引き続き身長発育の地域差に関する検討を行った。本研究では,函館市(北海道),台東区・

中野区(東京都)・所沢市(埼玉県),大津市(滋賀県),広島市(広島県)の高等学校において収

集した身長の縦断的資料に,本年度に収集した八代市(熊本県)の高等学校の身長の縦断的

資料を加えて,身長最大発育年齢,身長最大発育速度および身長最大発育年齢の既得身長の

地域差について再度検討した。その結果,身長最大発育年齢には地域差が認められなかった

ので,個人個人の身長最大発育年齢を揃えた身長パーセンタイル曲線と身長発育速度パー

センタイル曲線を男女別に作成した。 


